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師とは何か』、日本キリスト教団出版局、2013 年などが見られるが、これまでの神学を踏まえて新た
な議論を展開するというよりは、代表的な古典を引用するに留まっている印象を受ける。
3  J.B. カブ Jr. は、アメリカの牧会カウンセリングの教授と神学の他領域の教授とが、長い間不調和な関
係にあることを指摘している (J.B. カブ Jr. 著・芝野雅亜規訳『神学と牧会カウンセリング』、日本キ
リスト教団出版局、2005 年、21 頁参照 )。また、J. シャルフェンベルクは、ドイツ福音主義教会にお
ける理論と実践の分裂を指摘している (Cf.Joachim Scharfenberg, Seelsorge als Gespräch, Vandenhoeck & 
Ruprecht, 1972,9)。











































を「神の言葉の告知（Verkündigung des Wortes Gottes）」であり、「説教の特別な例 (ein 
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Note17, In Barth-Thurneysen Briefwechsel 1930-1935,867)。
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E. トゥルンアイゼンの「断絶線」をめぐる議論





















14 トゥルンアイゼンが 1927-1959 年に牧会していたバーゼルでは、敬虔派運動が盛んであった。彼
は、敬虔主義的態度は、人間の内的な声を聖霊の声と取り違える危険があると批判的に捉えていた
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49  Cf., Kurz, op.cit., 442-443.































































55  H. タケ（1928 － 1988）は、ドイツの牧師であり、ヴッパータール牧師補研修所の所長として説教及
び牧会について教えていた（C. タウラ ・ーC. メラー「ヘルムート・タケ」、C. メラー著・加藤常昭訳『魂
の配慮の歴史 12　第２次世界大戦後の牧会者たち』、日本キリスト教団出版局、2004 年〔Möller ed., 
Geschichte der Seelsorge in Einzelporträts.C.3., Vandenhoeck & Ruprecht, 1996〕191 － 192 頁参照）。ま
た、いくつかの牧会学概論において、H. タケはトゥルンアイゼンと同様、神の言葉の宣教を目的と
する牧会（Kerygmatische Seelsorge）の流れに位置づけられている（Cf.,Michael Klessmann, Seelsorge 
–Begleitung, Begegnung, Lebensdeutung im Horizont des christlichen Glaubens, Neukirchener, 2008; Jürgen 
Ziemer, Seelsorgelehre: Eine Einführung für Studium und Praxis, Vandenhoeck & Ruprecht,2000）。
56  タケは、『疲れた人とふさわしい時に語り合うこと』の中で「わたしたちは『断絶 (Bruch)』なし
に『キリストの連帯 (Christusgemeinschaft)』の道に至る。パウロの小さくやっかいな道ではなく、む
しろまったく逆の道において」（Helmut Tacke, Mit den Müden zur rechten Zeit zu reden Beiträge zu einer 



































前掲書、435 － 444 頁参照）。
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62  同上、216 頁参照。




































































66  Cf.,Landau, op.cit.,141.
－ 38 －
E. トゥルンアイゼンの「断絶線」をめぐる議論
を行った時の目に見える効果を前にした時に、牧会とは何か、牧会において何が行
われているのかという神学的問いを敢えて問う必要性を認識しにくくなる。しかし、
人間による義認と神による義認の違いを見分けることの困難さを考えても、常に見
極める目をもっていなければ、いつの間にか牧会の独自性は消えてなくなってしま
いかねないのである。だからこそ、牧会とは何か、牧会的対話において神はどのよ
うに働かれているのかという神学的な問いは、今日の状況の中で継続して問われる
必要がある。そして、牧会学に独自な問いを実践とのつながりの中でより明確に基
礎づけることが、今日の牧会学の課題であると考える。
